
（別紙３）

～ R6年12月5日

（対象者数） 25 （回答者数）
16

～ R6年11月30日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもの特性を見極め、より充実した活動プログラムを考え

て生きるようにします。

2

今後も保護者の方との連携を取りながら、子どもにとって一

番良い方法を家庭、事業所、学校全体で考えていけるように

します。

3

気になる事があれば話し合いの場を設けたり、少しの時間で

も話が出来る環境作りを作っていきたいです。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

長期休みを利用したり、地域の情報誌で情報収集を行ってい

き、地域交流の機会を増やしていきたいです。

2

3

○事業所名 すだち坂上

○保護者評価実施期間
R6年11月15日

○保護者評価有効回答数

R6年11月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R6年12月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流の機会があまりなく、野外へ出ることが少ない事で

す。

放課後の時間が限られていることや曜日固定で利用する子がい

る為だと感じます。

子どもたちが楽しい・すだにいると心地よい思えるような居場

所作りを提供しています。

活動プログラム（キラッとメニュー）が固定しないように考え

ていったり、子どもの思いに寄り添い過ごしています。

家庭との連携がしっかりと取れており、家庭と事業所とが子ど

もに対して、同じ目標に向かっている事です。

相談があった場合には面談を行いながら、一緒に方向性を導き

出するようにしています。必要であれば学校とも連携を取れる

ようにしています。職員にも情報を共有して、事業所全体で支

援をしています。

子どもに寄り添い支援をしています。 子どもを話を聞き、常に子供にとって何が一番良い方法なのか

考えています。

事業所における自己評価総括表公表


